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智
頭
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

若
者
や
企
業
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

日
本
の
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
過
疎
化
の
続
く
智

頭
町
の
状
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
も
企
業

も
住
み
よ
い
町
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
改
革
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

安
住
は
今
定
例
会
で
、「
若
者
や
進
出
企
業
が
求
め
る

情
報
通
信
環
境
の
整
っ
た
町
」と「
町
長
や
議
員
が
政
治

倫
理
を
貫
き
町
民
に
奉
仕
す
る
町
」へ
の
改
革
を
急
ぐ

よ
う
求
め
ま
し
た
。

誰
で
も
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
世
界
中
の
情
報

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
は
、
都
市
圏
で
は
常
識
。

し
か
し
、
智
頭
町
で
は
携
帯
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
つ

な
が
ら
な
い
地
域
も
多
く
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
も
提
供
さ
れ

ず
、
情
報
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
で
は
若

者
の
定
住
促
進
や
企
業
誘
致
は
困
難
。
安
住
の
質
問
に

町
長
は「
不
十
分
な
点
は
多
々
あ
る
が
雇
用
の
場
確
保

な
ど
努
め
る
」と
し
た
も
の
の
、こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
の
将
来
の
た
め
、国
や
県
の
補

助
金
制
度
活
用
や
、通
信
・
放
送
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

を
行
う
よ
う
町
長
に
今
後
も
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

町
の
元
気
は
、携
帯
・
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
整
備
か
ら

「
町
長
等
は
奉
仕
者
」
待
た
れ
る
審
査
会
設
置

「
町
長
等
、
お
よ
び
町
議
会
議
員
は
、町
民
全
体
の
奉
仕

者
」と
再
確
認
し
、公
益
を
追
求
し
て
不
正
を
な
く
す
決
意

を
示
し
た
政
治
倫
理
条
例
が
、０
１
年
に
議
員
発
議
に
よ
っ

て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
０
４
年
の
織
田
町
政
誕
生
後
も
、

数
々
の
政
治
倫
理
に
関
連
す
る
事
案
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、
政
治
倫
理
確
立
に
関
す
る
事
項
の
調
査
権
を
持

つ「
政
治
倫
理
審
査
会
」が
い
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

安
住
「
条
例
に
の
っ
と
り
、
早
期
に
設
置
せ
よ
」

町
長
「
人
権
と
の
関
連
で
条
文
の
精
査
が
必
要
。

ま
た
、
審
査
会
の
委
員
の
選
定
が
難
し
い
」

町
長
は
、こ
の
理
由
を
盾
に
改
正
に
言
及
し「
廃
止
」ま
で

に
お
わ
せ
て
い
ま
す
。
町
政
か
ら
不
正
を
な
く
し
、
町
民
の

不
満
を
払
拭
す
る
に
は
、
政
治
倫
理
に
手
加
減
を
加
え
る

余
地
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
来
の
癒
着
構
造
に
後
戻
り
せ

ず
、
町
民
が
政
治
を
信
頼
し
て
く
だ
さ
る
近
代
的
な
町
と

す
る
た
め
、安
住
は
町
長
に
、残
り
半
年
の
在
職
期
間
中
の

設
置
、ま
た
は
設
置
を
次
回
選
挙
の
公
約
と
す
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。

「
環
境
お
よ
び
医

療
福
祉
」（
徳
島
県

上
勝
町
、
三
好
市
）

調
査
特
別
委
員
長

安
住
仁
志

・
郡
家
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
廃
止
反
対

・
道
路
特
定
財
源

の
確
保

ほ
か
７
件

渋
染
一
揆
資
料
館

（
岡
山
市
）

同
和
対
策
委
員
長

安
住
仁
志

調査報告

議員発議

議員研修


